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琴学教育におけ　る"理解"

大l　山.正　　信
Masanobu Oyama

子供達が公式や法則を学ぶ･とき,計算のやり方を学ぶとき,すべで学習するということは,単な

る記憶ではなく理解を●とものうものでなくで性ならないOとのととは,国語や社会科等と異って特

に数学の学習では重視されなくではならない.憶えさせるのではなくで理解させること,これを重

視しない数学の教師は殆んどいないと言ってよいであろう.しかし実際には,子供達は理解してい

ないのにも拘ら丸教師も生徒も理解したと誤って息いちんでいる例が非常に多い.例えばテス下

の成績がよかったからといって,よく理解されたと言ってよいだろ･jか.私はここにいくつかの例

をあげて見よ･3と思う.

(1)二十三を23と啓ける子供でも(小学一年生)二十三は, 23, 203のどちらかと問えば間

違う｡　　　　　　　　　●

(2)六和子供で, ÷+÷の計算はできるが,その具体鵬意味,例えばグラフで説明す

る等ができない｡これは,恐らく教師の教え方が,機械的,暗記的であった為かも知れない｡

(事実その方が,髄率的であると主張する人が相当に多い｡)これでは, =分数の計算目性出来

でも,分数については何もわかっていないと青わざるを得ない.

(3) a/一手--/a2b　を"根号の中にいれる時は二乗していれるM　と形式的に記憶しているた

めに, a+/甘-/訴字音と考えてしもう｡これが間違いであるとと株,両辺を二乗してみ

るととによっ-Ti容易に確められるので磨るが,それでも侍,前者は正しく,後者は誤りで

あることが本当に埋解されない｡計算してみると確かにそうだ.しかし何故そうなのか.こ

れに類することが,代数のせ鼎にはいった子供達には極めて多い.数学の教師達拭,木抵こ

のような疑問の経験を持たないのではないか.教師にとつでは,わかりきったことでも,チ
●

供達にとって拭,そうでないととろに数学教育の一つの問題がある.

(4)子供達が野球に非常な興味をもっているので,百分率を取扱うのに,職巣野球の打撃率を

教材にとり~あげた.とろとが,打撃率の百分率計算は殆んど完全に出来たのに,他の場合に

ついては,貧弱な結果しか示さなかつ挺.
●

(5> Thorndike <て)報告によると, 97人の中学校卒巣生に　Ⅹ+yの二乗を課したところ, 6

0/Oの誤答を得充.更に同じグループにai+a生の二乗を課したところ　28 %の誤答を示した｡

(6)高等学校の卒巣生についてi入学試験の結果から判断すると,分数や無理数の計算.,比例

の意味,叉方程式を解くこと,グラフを夢くととの意味, ･証明とは何であるかが正しく理解

されているとは思われない.
●

理解しないで形式的なものに終ってしまうことの危険性よく承知されながら,かくも真に理解さ

せることは困難な仕事である｡私抹とこで,理解するとは如何なるととか｡叉それはどうして可能
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であるかを考えて見たい.

理解するとは,具体的な体験■を経て,それが一般化され抽象化されて始めて理解されたと言える｡

抽象化されることによって,更に具体的なものへの適用が可能になるのであり,数学の論理性はこ

の意味において捉えられねぽならなレ､.具体から抽象-の積重ねられたものが,学習でなければな

らない.

例えば,減法の意味を理解するとは,単に5から3をひけば2になるということを知り,その計

算ができるととではない.滅法によって解決される問題には,子供達の経験の南からみて,

(1)残りの数を求める｡

(2)なくなった数を求める.

(3)あといくら必要かを求める｡

(4)差を求める｡

等の型が考えられる.これらの異つ充経験が,同じような方法で解決できることがわかって始めて,

滅法の意味が理解されたと言える.したがって,子供達は,これらの異った種類の経験を偏るとと

なしに経験するように指導されねばならない.前の例であげた百分率における指導の失敗や,

Thorndikeの例などは,具体的な経験の偏りや,形式的な記憶を一般化がなされたと誤った結果

であると鳳う｡

それでは,子供達が具体的な経験を経て抽象化してゆく学習は,どのような点に注意しなければ

ならないか｡

第-に,子供達は躍験することによって学ぶようにしなければならないo　書物によって学ぶめで

なく経験することによって学ぶ.乙れが,ペリーやム-ア以来の数学教育の進むべき道であるO　学

習が成立するためには,その背景としての経験が必要であり,子供達の学校内外での経験や社会活

動で学ばれるものを組織だてること抹理解を容易にするものである.

第二に抽象化が重視されなくてはならないo数学は抽象的な思考の系統であって抽象化によって,
●

学習は進歩してゆく｡単に具体的な経験にとどまっている限り,新しい場面にぶつかった時それは

役に立たない.そのためには,子供達の断片的な経験拭,系統的に組織だてられなくではならない｡

第三に,具体から抽象-の発展を急いではならない.抽象的な記号を用いるようになっても,教

師は理解を確実にするために,具体的なものとの連けいを保ってゆかねばならないO　失敗の多くは

抽象化を急ぎすぎる点にあるので,子供達は説明されることによって学ぶのではなく,自分で義兄

することによって学ぶのであるということを銘記すべ-きである.

第四に練習は理解された後に始めてなさるべきである｡理解以前の練習臥形式的な記憶を理解

したと誤って信じとむ原因ともなる｡

具体的な経験を経て,それを抽象化してゆくことよりも,結果を教える事が簡単でもあるし,教
●

師の学力も少く能率的であるように鳳える.生徒､も理解したと誤って思いとむのが普通である.し

かし形式的な結果を急がないで理解を確実にする方が,かえって学習の経済になるのではなかろう
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か.整数の計算でlb進法の意味が理解されると後で小数や分数を学ぶとき,その基礎的な大部分

のものは,既に学習されたことになるのである.

形式的な記憶でなく本当に理解してゆくために,現在の教材の排列は適当であるかどうか｡この

ことも我Aは文部省にまかせでおくととはできない.そこで私は最後に現場の先生方にお願いし舞

い.どんな教材を,どんな方法で指導したら,どんなデス下で,どんな結果を得たか.ということ

をできるだけ記録していただき舞い｡我我はそういうものをも.とにして始めて, ∴教材の学年排列の

問題も検討るすことができるのである｡

(そのような記録はどんな小さなものでも,私に送っていただければ,お互に発表する横合があると思うので,

この機会にお願いしたいと思っている)
ー＼ー


